
































































































































































・ 本 時 の 学 習
シート
終 末
５分
⑥教師からのまとめ ・本時の活動について評価の観点に基づ
いた評価を行う
・評価の伝達を行う際、生徒の学びの喚起、
励みになるようなコメントをする
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４）評価の規準
５）事後の指導
○言語活動の一環としての読書への興味・関心を喚起するため、学級通信などで、で
きるだけ多くの意見、考えを紹介する。
○学級活動やその他の教科外の教育活動のなかで、生徒各自の今後に向けて自己の読
書のプラン、構想を考えさせる。
３．教育方法の検討
　本時の学級活動は、生徒が主体的に取り組む読書を通じて得た知識や意見、考えを、
自分でまとめ他者にわかりやすく伝えたり、あるいは他者の意見、考えに触れること
で、自分の考えを深化させるといった指導のねらいがある。本節では、こうした点を
ふまえて、より効果的な教育方法を検討する。
　読書という活動は、一般的にあまり動きのない“静的”な学びとして受け取られるこ
とが多い。しかし、読書に対する効果的な教育方法というテーマからみると、いわゆ
る読書感想文を書かせるといったありきたりの指導では、生徒の読書の学びの成果に
多くを期待することはできない。静的な学びだからこそ、動的な教育方法によるアプ
ローチが必要と考える。
　たとえば、読書後の感想文であっても、単に感想を書かせるのではなく書くポイント
を絞り込んだテーマを提示したほうが生徒に的確に伝わるといえよう。具体的には、生
徒が自分で選んだ印象場面、シーン、登場人物の動きや、これから当該書を読む読者に
対してぜひ読んでもらいたい内容などを綴らせるのである。このような指導は、読書を
通じての言語活動の活性化にもつながる教育方法の工夫と言えるのではないだろうか。
評価の観点 本時の活動の評価規準
関心・意欲・態度
自分の意見、考えを示すだけでなく、グループ討議にも積極的に
参加し他のクラスメートの意見等に耳を傾け、かつ協力関係を築
き意欲をもって取り組んでいる。
思考・判断（態度）
自分以外の意見、考えを尊重する態度を持ち、本時の活動がより
よいものになるよう考え行動している。
知識・理解
作品のタイトル選択後の家庭学習（事前学習）も含めて、本時の
活動に必要な情報を積極的に収集し、その理解に努める。
技能・表現
自分で得た情報に自己の考えを照らし合わせながら具体的に表現
し、課題を解決しようとしている。
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読書活動における教育方法の工夫
おわりに
　以上、本稿では、前半の節で特別活動における「学級活動」の指導案を作成するにあ
たり、その題材として取り上げる「お伽話」や「童話」の社会的位置づけについて史的側
面から残酷性や社会の諸状況等を検討した。これをふまえて後半の節では、学級活動
の指導案（試案）を作成し、あわせて読書を通じて得られる生徒の“学び”の効果を高め
る教育方法についても考察を試みた。
　「お伽話」「童話」を題材とした「学級活動」についてはその取り組み方によって、今
回取り上げた読書以外にも様々な活動や展開が想定される。
　その一方で、実際の指導の成否については、その学びのプランを組み立てる教師の
力量に依拠するところが大きいともいえよう。
　こうした点を少しでも緩和するために、教育方法の提案や工夫に関する教師の研究
と修養が必要となる。特に、中学校の教育現場を考えると、個人差はあるものの生徒
の発達段階や思春期という微妙な時期と重なる。このため、今回テーマとして取り上
げた学級活動は、学期が進むにつれて浮上する“生徒の変化”にも目を向けながらコー
ディネートしなければならない活動といえよう。本稿では、学年を決めずに指導案を
作成したが、適用する学年によってはより慎重な姿勢で活動を進めることになる。
方　　　法 期待される教育的効果
読み終えた作品の内容を学
びに活用する方法として、
個人またはグループで当該
作品のストーリーの続きを
考えさせる。
この取り組みは、読むという受動的な学びを経て、次の内容
を自分で考えるという能動的な教育的アプローチである。こ
の取り組みにより、ストーリーの構成、内容の展開を生徒自
身の自由な発想により学びとして展開することができる。
作品に登場する語句を活用
した教育方法の工夫として、
作品中に出てくる特定の語
句を抽出しその類語を学習
シートに書き出させる。
この取り組みは、作品のストーリーに出てくる語句に着目し
そこから主体的な学びに誘導する教育的アプローチである。
作品に出てくる語句を生徒自身が主体的に選択し類語を調べ
ることで、作品の内容や場面の変化以外の部分に目を向けさ
せ、言語活動の学びに欠かせない語彙の習得を促すことがで
きる。
印象に残った場面を活用し
た教育方法の試みとして、
ロールプレイの企画、進行
を生徒主体で行わせる。
この取り組みでは、生徒主体という観点から、時間枠だけを
提示する。生徒はその時間枠のなかで自由にロールプレイを
展開することになるが、ここでは、最終的なロールプレイの
仕上がり具合だけでなく、そのプロセスも重視する。
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 1公開処刑当日は、多くの見物人が集まり、その熱気で盛り上がるだけでなく、
処刑された罪人の肉片などを持ち帰りお守りにするといった習慣もみられ
た。
 2桑原武夫編『世界の歴史／フランス革命とナポレオン』集。
 3石川英輔『大江戸生活事情』（講談社文庫）。
 4大人の娯楽のひとつとしての「お伽話」は、識字層においては主体的に内容の
理解をはかることができ、一方では、その把握した内容を非識字層に与える
（伝える）という役割を芽生えさせたといえる。このことから、非識字層であっ
ても“識字層”を媒介として「お伽話」の内容を知り、物語を楽しむことができ
たといえよう。しかし、口承、伝承、語りかけによる「お伽話」の享受は受け
身的であり他者への依存でもある。リテラシーを有している者がそうでない
者より優位に立つことは明らかであり、非識字層として不利な状態が続けば、
人間関係や社会的秩序の負の影響を与える。これは、支配者にとっても改善
すべき重要課題であった。支配者が、計画的に、組織的に教育を受ける、受
けさせることの意義に気づいたとき、国民教育システムの構築や識字層の拡
大が大きく展開していく。そして、初等教育が一定の成果を上げはじめるの
と並行して、当初は大人向けだった「お伽話」が、社会的ニーズを受けて子ど
も向けの内容に改変され、世に出ていくこととなった。
 5自分の意見、考えと他のクラスメートの意見、考えを比較し考えを深化させ
ることが学びの姿勢である「関心」「意欲」「態度」につながる。
